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地籍調査
にご協力をお願いします。

　壬生町では、土地に関する実態を正確に把握し、地籍の明確化を図る

ため、平成16年度から国土調査法に基づく地籍調査を実施しています。

地籍調査について、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

平成17年度は、下図の地区（藤井第Ⅱ調査区）を調査いたします。

成17年度は、次のような作業を実施いたします。

　　①道路などと個人の土地との境界確認

　　②個人と個人との土地の境界確認

　　③測量のための基準点の設置及び測量

調査地区（隣接する土地も含みます｡）の土地所有者には、改めて説明会の

ご案内をさせていただきますので、ご協力をいただきますようよろしくお願

いいたします。なお、説明会は、６月下旬に予定しております。

平成17年度調査地区・区域図（藤井第II調査地区）
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地籍調査の進め方
地
籍
調
査
と
は

　
人
に
戸
籍
が
あ
る
よ
う
に
、
土
地
に
も
戸

籍
、
つ
ま
り
、
地
番
、
地
目
、
面
積
、
所
有

者
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
地
籍
」
で
す
。

　
　
「
地
籍
調
査
」
と
は
、
土
地
の
地
籍
を
明

確
に
す
る
調
査
の
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
。

一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
、
現
地
で
土
地

の
境
界
を
確
認
し
、
正
確
な
測
量
を
行
い
、

地
図
（
地
籍
図
）
と
記
録
（
地
籍
簿
）
を
作

成
す
る
も
の
で
す
。

費
用
に
つ
い
て

　
事
業
に
要
す
る
経
費
は
、
国
、
県
、
町
で
分
担

し
ま
す
。
土
地
の
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
は
境
界
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

１．準備

　事業計画の策定、関係機

関との連絡調整、住民への

説明会等を行い、地籍調査

を始める体制を作ります。

一

黙
言
ご

ど
う
し
て
地
籍
調
査
が
必
要
な
の
？

　
土
地
に
関
す
る
記
録
と
し
て
は
、
登
記
所

に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
「
公
図
」
や
「
登

記
簿
」
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
、
明
治
時
代
の
は

じ
め
の
地
租
改
正
時
に
作
成
さ
れ
た
地
図
が

も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
測
量
技
術

や
そ
の
後
の
土
地
の
異
動
な
ど
に
よ
り
現
況

と
合
わ
な
い
た
め
に
、
土
地
取
引
や
公
共
事

業
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、
境
界
紛

争
の
起
こ
る
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
土
地
の
有
効
活
用
や
保
全
の
た

め
に
は
、
土
地
に
関
す
る
実
態
を
正
確
に
把

握
す
る
「
地
籍
調
査
」
を
実
施
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ご 心 、

地
籍
調
査
は
何
の
役
に
立
つ
の
で
し
ょ
う
か
？

士
官
さ
ん
の
財
産
（
土
地
）
が
正
確
に
記
録
さ
れ

　
保
存
さ
れ
ま
す
。

　
一
筆
ご
と
の
土
地
が
経
緯
度
と
結
び
つ
け
ら
れ

　
て
い
る
た
め
、
災
官
等
で
現
地
が
変
化
し
て
も

　
土
地
の
境
界
を
再
現
で
き
ま
す
。

正
確
な
地
籍
図
が
作
成
さ
れ
る
た
め
、
土
地
に

　
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
げ
ま
す
。

　
公
共
事
業
に
要
す
る
時
間
と
労
力
を
節
約
で
き

　
ま
す
。

　
正
確
な
課
税
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
土
地
に
開
す
る
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
り
、

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
が
で
き
、
各
分
野
で
多
大

　
な
利
活
用
が
で
き
ま
す
。

　　　　　　　　　　暴

２．一筆地調査

　一筆ごとの土地について、

公図等の資料により調査し

た後、土地所有者等の立会

のもとに、所有者、地番、

地目゛1、境界の確認を行い

ます。

※1･‥地目　土地の主たる用途の

　　こと。田､畑､宅地、山林、
　　原野、公衆用道路などに区

　　分される。

　　　　　　　　　　-

３．地籍測量

　図根点｀2を設置し、段階

を踏んで測量を行い、各築

ごとの面積を測定します。

これによって、各筆の位置

が地球上の座標値で正確に

表示されることになります。

※２…図根点　座標値を求めるた
　　めの基準とする点

　　　　　　　　　　､暴

４．成果の閲覧・確認

　一築地調査、地籍測量に

より作成した地籍簿と地籍

図の案を土地の所有者等に

閲覧し、誤り等を訂正でき

る機会を設けます。その上

で、都道府県知事の認証及

び国の承認を受けます。

　　　　-犬

○登記所への送付

　地籍簿と地籍図の写

しを登記所に送付しま

す。これにより、登記

所において土地登記簿

が書き改められるとと
もに、地籍図が備え付

けられます。

　　　　暴

○成果の利活用

　地籍調査の成果を、

土地の売買、土地トラ

ブルの防止、災害時の

復旧、各種行政運営等

に利活用します。最近

はコンピュータによる

管理が進んでいます。
問い合わせ先

壬生町経済部農務課地籍調査係

　　T E L 0282－81－1842
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

牝ちの健全な育成を支援します

－
－
Ｉ
Ｉ

　
壬
生
町
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
の
問
題
行

動
の
深
刻
化
や
地
域
社
会
の
希
簿
化
と
い
う
課
題

に
対
応
し
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
を
育

成
す
る
事
業
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
学
び
を

生
か
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
中
で
、
以
下
の
３
事
業
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

」
喜
一
憂
　
歓
声
が
こ
だ
ま

　
。
で
、
－
第
1
7
回
カ
ル
タ
と
り
大
会
－

　
２
月
2
0
日
㈲
に
篤
1
7
回
カ
ル
タ
と
り
大
会
（
主
催
：
壬
生
町
子
ど

も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
・
壬
生
町
教
育
委
員
会
）
が
、
壬
生
中
央

公
民
館
中
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
低
学
年
の
部
（
小
学
校
Ｉ
・
２
年

生
）
4
2
名
、
中
学
年
の
部
（
小
学
校
３
・
４
年
生
）
3
2
名
、
高
学
年

の
部
（
小
学
校
５
・
６
年
生
）
２
４
名
、
合
計
9
8
名
が
参
加
し
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
予
選
を
２
試
合
行
い
カ
ル
タ
を
多
く
と
っ
た

上
位
８
名
に
よ
り
決
勝
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
カ
ル
タ
に
挑

戦
す
る
子
ど
も
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
読
み
手
の
声
に
集
中
し

な
が
ら
シ
ー
ト
上
の
カ
ル
タ
を
必
死
で
見
つ
め
る
子
ど
も
た
ち
、
そ

の
子
ど
も
だ
ち
と
一
緒
に
一
喜
一
憂
す
る
保
護
者
だ
ち
と
で
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
「
来
年
ま
た
挑
戦
す
る
！
・
」
と
い
う

嬉
し
い
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

一 一 一 一 一 一 一 一

　
　
　
【
競
技
結
果
】

低
学
年
の
部
（
小
学
校
１
・
２
年
生
）

優
　
勝
　
荒

準
優
勝

８　７　５　５　４　３

位位位位位位

野倉渡朝須

呂持辺日釜川

小
野
口

鈴
　
木

さ
ゆ
り

友洋朋友宍友和犬奈

貴1人と子こ美也地徳

中
学
年
の
部
（
小
学
校
３
・
４
年
生
）

６４４３準優
　　　　　優
位位位位勝勝

畑落亀大野平

中合山場呂加

真智　　美祥古葉

希史憧咲子こ月

８　７

位位

渡
　
辺
　
裕

鈴
　
木
　
佑

佳ｶヽ太

高
学
年
の
部
（
小
学
校
５
・
６
年
生
）

８７６４４３準優

　　　　　　　優位位位位位位勝勝

吉石鈴浅室寺柴賀

田崎村野久内田長

隼牡正理裕志理悦隼仙
　ち　紗　　　　　　　　ち

也や道子矢織沙子流々
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地域のみなさんと協力して、子ども
｛
｛
｛
子
ど
も
の
読
書
推
進
へ
の
取
り
組
み

　
い
ま
、
子
ど
も
の
読
書
離
れ
が
マ
ス

コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
も
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
施
行
し
て
、

子
ど
も
の
読
書
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
壬
生
町
立
図
書
館
で
は
、
昭
和
5
4
年

の
開
館
か
ら
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
「
積
極
的
に

読
書
習
慣
形
成
の
一
助
を
担
う
、
活
動

の
図
書
館
」
で
あ
る
こ
と
を
基
本
方
針

の
Ｉ
つ
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
な
方
策
は
次
の
３
点
で
す
。

１
　
本
へ
の
興
味
を
も
た
せ
る

　
幼
児
に
読
書
の
楽
し
さ
を
知
ら
せ
る
、

そ
の
第
一
歩
は
読
み
聞
か
せ
で
す
。

　
図
書
館
で
は
、
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第
２
・
４
土

曜
日
の
午
後
二
時
か
ら
、
町
の
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ひ
ば
り
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

紙
芝
居
の
上
演
、
季
節
に
あ
っ
た
工
作

な
ど
を
通
し
て
、
本
に
親
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

２
　
身
近
に
本
を
感
じ
る

　
図
書
館
で
は
専
用
車
「
Ｂ
Ｍ
ゆ
う
が

お
・
み
ぶ
」
に
よ
る
移
動
図
書
館
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
各
小
学
校
な
ど
に
駐

壬
生
町
立
図
書
館

車
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
て
、
本
の
貸
出

を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
を
中
心
に
、
図
書
館
か
ら
遠
い
地

域
の
一
般
の
方
に
も
、
本
館
と
同
じ
よ

う
に
本
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、

そ
ん
な
目
的
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
巡
回
日
程
は
、
広
報
み
ぶ
・
お
知
ら

せ
版
（
毎
月
2
3
日
発
行
号
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

３
　
生
活
に
本
を
取
り
入
れ
る

　
子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
中
心
で
あ
る

学
校
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
図
書
館
で
は
読
み
物
を
中
心
に

各
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
朝
の
読
書

の
た
め
の
本
の
支
援
や
調
べ
学
習
・
総

合
的
な
学
習
に
必
要
な
本
な
ど
の
支
援

を
行
う
な
ど
、
学
校
へ
の
支
援
・
連
携

を
積
極
的
に
図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
ご
王
に
小
学
生
を
対
象

に
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
幼
児
期
の
子
ど
も
へ
の

サ
ー
ビ
ス
も
積
極
的
に
展
開
い
た
し
ま

す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
今
年
度
は
、

「
壬
生
町
児
童
館
」
に
も
移
動
図
書
館

の
巡
回
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
催
物
へ
の
参
加
や
利
用
は

無
料
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆

贋報通信技術（IT）のボランティア活動をとおして

-

　
近
年
Ｉ
Ｔ
革
命
と
言
わ
れ
て
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
も
日
々
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
こ
と
で
す
。
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
、
デ
ジ
カ
メ
、
パ
ソ
コ
ン
、
も
う
す
ぐ
始
ま

る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
そ
し
て
限
り
な
い
可
能

性
を
も
つ
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
な
ど
な
ど
、
ま
だ
Ｉ

Ｔ
は
発
展
途
上
に
あ
り
、
大
き
な
可
能
性
を
含
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
な
に
や
ら
複
雑
で
面
倒

そ
し
て
難
し
い
と
か
、
予
想
も
つ
か
な
い
危
険
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が

い
る
の
も
現
実
で
す
。

　
今
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
私
た
ち
に
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
も
の
か
と
、
平
成
1
5
年
３
月

に
生
涯
学
習
館
の
「
地
域
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
」

受
講
者
の
有
志
2
6
名
で
Ｉ
Ｔ
基
礎
技
術
の
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
い
る
か
の
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
と
。

　
①
小
中
学
校
の
授
業
や
学
校
行
事
等
の
支
援
で

は
、
一
ク
ラ
ス
1
0
名
程
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

授
業
で
戸
惑
っ
て
い
る
生
徒
の
お
手
伝
い
を
し
ま

し
た
。
素
直
に
感
動
す
る
生
徒
、
覚
え
の
早
い
生

徒
を
見
て
活
動
の
意
義
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
②
生
涯
学
習
館
無
料
開
数
日
支
援
で
は
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
パ
ソ
コ
ン
困
り
ご
と
相
談
と
い
っ

た
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
③
生
涯
学
習
館
主
催
の
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
で

は
暑
中
見
舞
い
、
年
賀
状
、
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
④
そ
の
他
応
用
ソ
フ
ト
の
活
用
や
個
人
相
談
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

皆
さ
ん
が
パ
ソ
コ
ン
を
前
に
し
て
「
わ
か
っ
た
よ
」

「
面
白
Ｉ
い
！
・
」
「
ヤ
ッ
タ
ネ
ー
・
」
の
笑
顔
が
何
よ
り

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

　
ま
だ
創
立
１
年
「
い
る
か
の
会
」
の

活
動
内
容
は
充
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
も
更
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
共

に
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
会

員
一
同
、
研
錯
を
積
み
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

壬
生
町
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
い
る
か
の
会
会
長
　
武
井
　
博

吋
、
―
‘

ｦ勁烈゛や幸一
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中
学
生
Ｔ
人
」
人
の
マ
イ
；
チ
ャ
レ
ン
ジ

壬
生
中
二
百
十
九
名
・
南
犬
飼
中
百
八
十
六
名
が
社
会
体
験

　
壬
生
町
中
学
２
年
生
に
よ
る
５
日
間
の
社
会

体
験
活
動
壬
生
町
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事

業
が
町
内
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
５
年

目
を
迎
え
る
本
事
業
は
、
壬
生
中
が
Ｈ
月
８
日

～
1
2
日
、
南
大
胴
中
が
Ｈ
月
1
5
日
～
1
9
日
の
そ

れ
ぞ
れ
５
日
間
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
や
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
活
動
中
の
生
徒
の
様
子
や
感

想
、
事
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
、

５
日
間
の
体
験
活
動
を
通
し
て
、
社
会
で
必
要

と
な
る
礼
儀
や
マ
ナ
ー
・
挨
拶
・
言
葉
遣
い
の

大
切
さ
、
親
や
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
、
将
来
に
つ
い
て
の
自
分
の
生
き
方
な
ど
を

子
ど
も
た
ち
が
実
感
で
き
た
と
い
う
成
果
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果

と
と
も
に
、
本
年
度
の
事
業
が
無
事
終
了
で
き

ま
し
た
の
も
壬
生
町
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進

協
議
会
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力

が
あ
っ
た
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
中
で
築
か
れ

た
子
ど
も
だ
ち
と
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
大
切

に
し
、
「
壬
生
の
子
ど
も
を
壬
生
町
み
ん
な
で

育
て
よ
う
」
と
い
う
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
の

充
実
・
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

-

マイ・チャレンジ
あれこれ

…
…

……:…………
…
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マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　
で
学
ん
だ
こ
と

　
南
犬
飼
中
学
校
２
年
　
早
坂
く
る
み

　
私
は
今
回
の
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
壬
生
町
立
図
書
館
に
行

き
ま
し
た
。
南
犬
飼
中
の
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
中
、
図
書

館
で
は
休
館
日
な
ど
が
あ
り
、
実
際
に
私
が
体
験
に
行
っ
た
の

は
３
日
間
で
し
た
が
、
そ
の
３
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
は
沢
山
あ

り
、
そ
し
て
沢
山
の
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
初
日
、
３
日
間
へ
の
不
安
や
期
待
を
胸

に
緊
張
し
な
が
ら
図
書
館
に
出
勤
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
図
書

館
の
方
々
は
と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ
て
、
す
ぐ
に
緊
張
が
解

け
ま
し
た
。
私
が
初
め
て
与
え
ら
れ
た
図
書
館
の
仕
事
は
、
本

の
整
理
で
し
た
。
本
の
整
理
は
返
却
さ
れ
た
本
を
本
棚
に
戻
す

作
業
で
結
構
大
変
な
仕
事
で
し
た
。
図
書
館
の
方
々
は
、
本
を

整
理
す
る
と
き
に
、
利
用
者
が
本
を
見
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し

て
本
を
整
理
し
て
い
ま
し
た
。
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
日
目
と

３
日
目
は
、
本
の
登
録
や
貸
し
出
し
な
ど
、
普
段
の
生
活
で
は

出
来
な
い
こ
と
を
沢
山
や
ら
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
１
つ
１
つ

の
仕
事
が
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
仕
事
で
、
と
て
も
新
鮮
で
し

た
。

　
今
回
、
南
犬
飼
中
学
校
で
は
マ
イ
・
テ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、
「
学
ぼ
う
社
会
を
Ｉ
・
育
て
よ
う
心
を
！
・
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
め
ま
し
た
。
私
は
、
私
を
含
め
た
南
犬
飼
中

の
２
年
生
全
員
が
、
社
会
を
学
び
心
を
育
て
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
５
日
間
は
私
達
に
と
っ
て
、
と
て
も
充
実

し
た
日
々
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
今
回
の
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
生
活
で
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
私
達
が
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
う
た

め
に
協
力
し
て
く
れ
た
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
町
の
方
々

に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

６



８位入賞に貢献

　郡市対抗駅伝競走大会

本町出身３選手

　
第
4
6
回
栃
木
県
郡
市
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
が
１
月
3
0
日
、
宇
都
宮
－
壬

生
－
栃
木
間
の
往
復
1
0
区
間
6
0
牛
ロ

の
新
た
な
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
大
会
に
は
、
県
内
郡
市
か
ら
2
7
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
下
都
賀
郡
は
壬
生
町

出
身
の
３
選
手
、
梁
島
エ
リ
カ
さ
ん

（
壬
生
中
２
年
）
、
山
川
慶
一
さ
ん

（
壬
生
中
３
年
）
、
細
井
崇
明
さ
ん

（
星
の
宮
・
現
在
明
治
大
学
在
学
）

の
活
躍
に
よ
っ
て
、
見
事
８
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

細井さん

7〃1

山川さん梁島さん

　２月６日(日)町総合運動場体育館(

17チーム、165名参加　　　　　

)
第18回壬生町綱引き大会

｀ W ゛

小学生の部

　優　勝　睦ファイターズＡ

　準優勝　睦ファイターズＢ

　第３位　壬生町JSCｷｯｶｰｽﾞ

四代目桜組

ファイターズＡ

ファイターズＢ

女子の部

　優　勝

　準優勝

　第３位

　　　　つなゆうかい本の北綱遊会

ｻﾝｼｬｲﾝﾌﾚﾝﾄﾞｸﾗｱ

下馬本Ａ

結　果

男子の部

　優　勝

　準優勝

　第３位
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第
1
9
回
町
民
剣
道
大
会

　
２
月
2
0
日
総
　
町
総
合
運
動
場
武
道
館

（
　
　
　
　
　

参
加
人
数
　
8
0
名
　
　
　
　
　

）

　
　
　
　
　
成
　
　
　
績

小
学
１
・
２
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
大
牧
賢
也
　
宝
生
剣
）

　
準
優
勝
　
松
井
真
之
介
（
お
も
剣
）

　
第
３
位
　
石
村
英
也
　
平
生
剣
）

　
第
３
位
　
大
牧
千
菜
美
（
壬
生
剣
）

小
学
３
・
４
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
柏
寄
翔
平
　
（
お
も
剣
）

　
準
優
勝
　
蓬
田
一
穂
　
（
壬
生
剣
）

　
第
３
位
　
篠
原
崇
宏
　
（
お
も
剣
）

　
第
３
位
　
神
尾
志
歩
　
（
お
も
剣
）

小
学
５
・
６
年
生
の
部

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

亀高

岡田

美ふ遼
裕宮太

手
塚
健
太

　
第
３
位
　
宮
川
拓
哉

中
学
生
男
子
の
部

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

第
３
位

（
お
も
剣
）

宝
生
剣
）

宝
生
剣
）

（
壬
生
剣
）

海
老
沼
大
悟
（
壬
生
中
）

柏
寄
　
拓
　
（
南
犬
飼
中
）

五
月
女
直
樹
（
南
犬
飼
中
）

吉
田
祐
介
　
壬
生
古

中
学
生
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
菊
池
美
咲

　
準
優
勝
渡
辺
陽
向

　
第
３
位
　
水
島
成
美

　
第
３
位
渡
辺
圭
美

宝
生
中
）

（
南
犬
飼
中
）

（
南
犬
飼
中
）

（
南
犬
飼
中
）

　　　一
準優般

優　　の

勝勝部

３
位
　
金
子
仁
金金深jで
子田津づ
仁吉孝弘
人ﾗｸ一二

　
第
３
位
　
蓬
田
勝
美

一
般
女
子
の
部
（
参
段
以
下
）

　
優
　
勝
　
川
井
嘉
子

準
優
勝

渡
辺
菜
穂
美

写
真
説
明
（
敬
称
略
）

　
後
列
左
か
ら
高
田
、
海
老
沼
、
菊
池
、

　
深
津
、
川
井

　
前
列
左
か
ら
　
相
宿
、
大
牧

｜ ㎜
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皿Ｂ貌を誌嘘
袁農鴉瑶尨慌誘濾圭短髄脂樋欲

　
我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
少
子
化
の
進
行
等
に
鑑
み
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
迅
速
か
つ
重
点
的
に
推
進
し
、

も
っ
て
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生

ま
れ
、
か
つ
、
育
成
さ
れ
る
社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
法
が
平
成
1
5
年
７
月

に
成
立
し
ま
し
た
。

　
同
法
で
は
、
国
の
各
府
省
や
地
方
公
共
団
体
等
を
特
定

事
業
主
と
定
め
、
自
ら
の
職
員
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
育
成
の
た
め
の
特
定
事
業
主
行
動
計
画
（
特
定
事
業
主

が
実
施
す
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
問
す
る
計
画
）
を

策
定
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
壬
生
町
の
特
定
事
業
主
で
は
、
特
定

事
業
主
連
名
に
て
壬
生
町
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
公
表
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
職
員
が
、
父
親
と
し
て
、
母
親
と
し
て
、

子
育
て
を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
男
性
も
、
女

性
も
、
子
ど
も
の
い
る
人
も
、
い
な
い
人
も
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
、
職
場
を
挙
げ
て
支

援
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員
が
次
世

代
育
成
支
援
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、
そ
の
結
果
、
地

域
社
会
に
お
い
て
も
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
生
ま
れ
、
育
て
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
今
ま

で
以
上
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く

壬
生
町
特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
つ
い
て

ｭ→座圭鴎菊励參匙血総･飴詩團ﾚ1

壬生町特定事業主行動計画

壬　　生　　町　　長

壬生町議会議長

壬生町教育委員会

壬生町選挙管理委員会

壬生町代表監査委員

壬生町農業委員会

Ｉ　総　論

ココ⊃j］

○　行動計画策定指針に掲げられた基本的な視点を踏まえつつ、職員が仕事と子育ての両立を

　　図ることができるよう、職員のニーズに即した次世代育成対策を計画的かつ着実に推進する

　　ため、壬生町の特定事業主連名で壬生町特定事業主行動計画を策定し、公表することとする。

二斜面

　○　平成17年４月１目から平成22年３月31日までの５年間

二回尚尚縦

　①　次世代育成支援対策を効果的に推進するため、各特定事業主所属職員等を構成員とした

　　壬生町特定事業主行動計画策定・推進委員会を設置する。

　　②　次世代育成支援対策に関する管理職や職員に対する研修・講習、情報提供等を実施する。

　　③　仕事と子育ての両立等についての情報提供等を適切に実施するための担当者の配置を行

　　　う。

　　④　啓発資料の作成・配布、研修・講習の実施等により、行動計画の内容を周知徹底する。

　　⑤　本計画の実施状況については、各年度ごとに壬生町特定事業主行動計画策定・推進委

　　員会において把握等をした結果や職員のニーズを踏まえて、その後の対策の実施や計画の

　　見直し等を図る。

８



９

Ｈ　具体的な内容

　１　職員の勤務環境に関するもの

（1）妊娠中及び出産後における配慮

①　母性保護及び母性健康管理の観点から設けられている特別休暇等の制度について周知

　徹底を図る。

②　出産費用の給付等の経済的支援措置について周知徹底を図る。

③　妊娠中の職員の健康や安全に配慮し、必要に応じて業務分担の見直しを行う。

④　妊娠中の職員に対しては、本人の希望に応じ、時間外勤務を原則として命じない

　とする。

（2）子どもの出生時における父親の休暇の取得の促進

こと

①　父親が子どもの出生時に５日間の休暇を取得できるようにする。

②　子どもの出生時における父親の特別休暇及び年次休暇の取得促進について周知徹底を

　図る。

（3）育児休業等を取得しやすい環境の整備等

ア　育児休業及び部分休業制度等の周知

　①　育児休業等に間する資料を各所属に通知・配布し、制度の周知を図るとともに特に

　　男性職員の育児休業等の取得促進について周知徹底を図る。

　②　妊娠を申し出た職員に対し、個別に育児休業等の制度・手続きについて説明を行う。

イ　育児休業等体験談等に間する情報提供

　○　育児休業等経験者の体験談や育児休業を取得しやすい職場環境づくりの取組例をまと

　　め、職員に情報提供を行う。（実施時期：平成18年度から）

ウ　育児休業及び部分休業を取得しやすい雰囲気の醸成

　①　育児休業の取得の申出があった場合、事例ごとに当該所属において業務分担の見直し

　　を行う。

　②　職場研修等の場において、育児休業等の制度の趣旨を徹底させ、職場の意識改革を行

　　う。

工　育児休業を取得した職員の円滑な職場復帰の支援

　①　育児休業中の職員に対して、休業期間中における職場の情報提供を行う。

　②　復職時におけるＯＪＴ研修等を実施する。

オ　育児休業に伴う任期付採用及び臨時的任用制度の活用

　○　所属内の人員配置等によって、育児休業申の職員の業務を遂行することが困難なとき

　　は、任期付採用及び臨時的任用制度の活用による適切な代替要員の確保を図る。

○　以上のような取組を通じて、育児休業等の取得率を、男性10％女性100％とする。

　　（目標達成年度：平成21年度）

（4）時間外勤務の縮減

ア　小学校就学始期に進するまでの子どものいる職員の深夜勤務及び時間外勤務の制限の制

　度の周知

　○　小学校就学始期に達するまでの子どものいる職員の深夜勤務及び時間外勤務を制限す

　　る制度について周知徹底を図る。

イ　事務の簡素合理化の推進

　①　新たに行事等を実施する場合には、目的、効果、必要性等について十分検討のうえ実

　　施し、併せて、既存の行事等との関係を整理し、代替的に廃止できるものは廃止する。

　②　職員一人一人が業務の効率的な遂行を心がける。

　③　会議・打合せ等については、短時間で効率よく行うよう心がける。

ウ　時間外勤務の縮減のための意識啓発等

　①　人事当局は、各所属ごとの時間外勤務の状況及び時間外勤務の特に多い職員の状況を

　　把握して幹部職員に報告し、幹部職員の時間外勤務に関する認識の徹底を図る。

-

-



②　時間外勤務縮減の取組の重要性について、管理職を含む職員への意識啓発を図る。

（5）休暇の取得の促進

ア　年次休暇の取得の促進

　①　幹部会議等の場において、定期的に休暇の取得促進を徹底させ、職場の意識改革を行

　　う。

　②　各所属の業務計画等により、職員の計画的な年次休暇の取得促進を図る。

　③　管理職に対して、部下の年次休暇の取得状況を把握させ、計画的な年次休暇の取得を

　　指導させる。

イ　連続休暇等の取得の促進

　①　月曜日や金曜日と休日を組み合わせて年次休暇を取得する「ハッピーマンデー」、「ハッ

　　ピーフライデー」の促進を図る。

　②　国民の祝日や夏季休暇とあわせた年次休暇の取得促進を図る。

　③　子どもの出生時における父親の休暇の取得促進を図る。

　④　子どもの予防接種、入学式・卒業式・授業参観等の学校行事やＰＴＡ活動における年

　　次休暇の取得促進を図る。

　⑤　職員やその家族の誕生日、結婚記念日等の家族の記念日における年次休暇の取得促進

　　を図る。

○　以上のような取組を通じて、年次休暇の取得口数を、平成15年度職員１入当たり平均

　1 1.6日から平成21年度職員１入当たり平均16.0日に増加させる。

ウ　子どもの看護を行う等のための特別休暇の取得の促進

　○　子どもの看護休暇等の特別休暇を周知するとともにその取得を希望する職員に対し

　　て、100％取得できる雰囲気の醸成を図る。

㈲　異動における配慮

○　子育てをしている職員に対して、仕事と子育ての両立が図れるよう人事上の配慮を行

　う。

（7）職場優先の環境や固定的な性別役割分担意識等の是正のための取組

○　職場優先の環境や固定的な性別役割分担意識等の是正についての情報提供や意識啓発

　を行う。

２　その他の次世代育成支援対策に関する事項

　田　子育てバリアフリー

　　①　施設利用者等の実情を勘案して、授乳室やベビーベッドの設置を必要に応じて行う。

　　②　子どもを連れた人が気兼ねなく来庁できるよう、親切、丁寧な応対等のソフト面での

　　　バリアフリーの取組を推進する。

（2）子ども・子育てに関する地域貢献活動

①　子ども・子育てに関する地域活動に対して、職員が参加しやすい雰囲気の醸成を図る。

②　子どもを安全な環境で安心して育てることができるよう、地域住民等の自主的な防犯

　活動や少年非行防止活動等に対して、職員が参加しやすい雰囲気の醸成を図る。

③　子どもが参加する学習会等において、要望に応じて、職員が専門分野を活かした指導

　を実施する。

④　小中学校等に職員を要望に応じて派遣し、特別授業等を実施する。

（3）子どもとふれあう機会の充実

　○　レクリエーション活動の実施に当たっては、子どもを含めた家族全員が参加できるよ

　　うにする。

※　具体的な内容の実施時期は、実施時期の記載のあるもの以外は、いずれも平成17年度か

　らの実施となります。
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小林幹汰ちゃん（上田）

　　（H 16.3.25生）

荒川遼門ちゃん黎弥ちゃん

（緑町二丁目）（H 13. 3.24生）

鈴木李菜ちゃん（下台団地）

　　　（H16.3.17生）

-
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高橋弘毅ちゃん（緑町三丁目）

　　　　（H16.3.30生）

入江香花ちゃん（中泉）

　　（H 16.3.30生）

　次回は５月生まれのアイドルを募集します。

（締切４月22日）。写真はお返しします。

応募者多数の場合は抽選に､なることもあり

ますのでご了承＜ださい｡‥‥‥‥

　写真裏に住所、氏名、保謹者名、生年月日、

電話番号を婁いて、役場企画財政課（直接或

は郵便で〒321－0292壬生町通町12－22）ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。
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まちのわだい
Ｊ必il.主要地方道
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壬 生 線 吾 妻 橋 開 通

　この程、主要地方道小山・壬生線吾妻橋が完成し２月15日、同吾妻橋西

側において、佐藤勉衆議院議員、生井俊夫栃木県土木部参事兼栃木土木事

務所長、地権者他地元関係者が参加して開通式が行われました。

　同事業は、壬生町中心街の慢性的な交通渋滞及び生活環境の悪化を解消

するため、平成13年度から栃木県が整備を進めてきたもので、いずれも町

の南部を南北に走る主要地方道小山・壬生線と主要地方道宇都宮・栃本線

を結ぶ延長500m片側１車線の道路です。

　今後、当地域の開発や地域経済の活性化等、地域振興に大きく貢献する

ことが期待されます。

゛゜=:j万=ふi:………:…………ゲートポール健康功労賞を受賞’

　この度小野郁さん（80歳）は、（財）日本ゲートボール連合より健康

功労賃を受賞され、２月１日、受賞のあいさつに来庁されました。

　小野さんは、日本ゲートボール連合発足当時（昭和59年）より会員

となり、昭和62年に審判員資格を取得以来、20年の永きに亘り、協会

の普及発展に尽力されると共に後輩の指導育成にも精励されてこら

れました。

｡元気はつらつ
老人クラプ演芸大盛II゛i.I.･

　壬生町老人クラブ連合会（神水昭次会長）主催による演芸大会並

びに作品展示会が、２月９日、中央公民館において開催されました。

　大ホールで行われた演芸大会では、各老人クラブから71組の個人

とグループが出演し、歌謡曲や民謡、日本舞踊などが披露され、会

場を埋め尽くした約800名からは、惜しみない柏手がおくられ、会

場は笑顔であふれていました。

　また、中ホールでは、水墨画や写真、陶芸、掛け軸、ふくべ細工

など、約50点の力作が展示され、「すばらしいね。すごいねえ｡」の

声が聞かれました。

,,｡｡｡｡ｪ

道路愛護作業コンクール　　

……,……｡｡,｡｡｡,｡｡｡｡｡,,………

゛i:゜゛'゛゛'゛'f'゛'゛七:ﾂ石松原寿会が最優秀賞を受賞1゛1:

　栃木県道路愛護連合会主催による平成16年度道路愛護作業コンクー

ルの表形式が２月14日、栃木県自治会館で開催され、フラワー部門で

七ツ石粉似寄会が最優秀賞を、同優秀賞を上稲築上町粉寿会、六美町

北部自治会、福和田花壇管理組合が表彰を受けました。

　各団体とも、地域内の国道等の緑地帯等の草花植付け、除草清掃及

び空き缶ゴミ拾い等の道路愛護作業を永年定期的に行い積極的にて嘉宍示匹゜蓑藻

道路美化活動に取り組んでおります。

大橋良平

　(敬称略)
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください 広報公聴係昔81－1812

　町内８土地改良区は、２月10目、壬生中央公民館において、清水英世町長並びに小田部弘下都賀農業振興事務所長

立会のもと、合併予備契約書に調印しました。

　今回の合併は、町内土地改良区を統合整備することにより、土地改良区の運営組織基盤のより一層の強化や土地改

良事業の適正かつ円滑な実施等を図るため行われました。新しい名称は「壬生町土地改良区」で、平成17年腹中の合

併を目標としています。受益面積は673haで組合員数は1､224人となります。

　今後合併により、運営経費の節減や経営基盤の強化、事務の効率化等の他、地域の農業振興並びに地域社会への一

層の貢献が期待されます。

べやあそべ　みなあそ

きしめられるって嬉し
　２月19日、壬生町保育園保護者会連合会（佐藤義美会長）主催により、

「つながりあそび」が壬生町中央公民館において、親子170名と保育園職

員60名が参加して行われました。

　同連合会は、昭和48年に発足し、現在では町立保育園５園、私立保育

園３園の保護者で組織され、親睦を深めたり、児童福祉の研修会等を実

施しています。

　今回は、つながりあそび、うた研究所所長の二本松はじめ氏を招いて、生きることの大切さや、すべてのいのちと

のつながりに感謝することへのすばらしさを、歌やつながり遊びを通して体感しました。

　　こんなにしっかりゆったりと我が子を抱きしめられたのは久しぶりです｡」「お母さんが子どもを抱きしめる表情

や場面を見ていると、思わず自分も幸せな優しい気持ちになるわ｡」との声が聞かれました。

ｚ

壬生町御里土地区画整理事業

k

"'.･･.゛.･:゜1･･゛･5･･::゜:1･j･･.゛j･･.゜………………区画街路築造工事始まる'.･･:………'゛･.j7･'･･

　壬生町大師町の一部区域を施行地区とする、壬生町御里

上地区画整理事業区画街路築造工事（第１工区）の着工に

先立ち、２月２［］、同上地区画整理事業地内において、須

釜作一理事長を始め、同組合の役員、町関係者並びに施工

業者が出席し、起工式並びに工事安全祈願祭が執り行われ

ました。

　同土地区画整理事業は平成19年度の完成に向けて順次工

事が行われます。

13

－ ＿ 〃



－ _ /

-

まちのわだい地域の話題などをお寄せください

　　　　　　　うちわ
｡｡｡｡

合;=｡も脈｡々と続く｢軍配｣の重み,
……｡｡,･，。,i,，

'ill;………痙………:'i:'l'i;:i｢古1考･随=の名行司と名ｶｾﾞif｣……゜゜1展………ii:'゜i;

　幼年期を壬生町で過ごし、９歳で８代式守伊之助のもとに入門、後に行

司の世界の最高峰と讃えられた松翁・20代木村庄之助と、藤岡町出身・横

綱栃木山の二人の偉業を紹介する｢古今随一の名行司と名力士｣展が、町

歴史民俗資料館において、２月５[]から３月13[]まで開催され、大勢の来

場合で賑わいました。

広報公聴係昔81－1812

　企面談初日、足利市から来られた男性は、「木村庄之助の『書』がすばらしいですね。また、亡くなる一ケ月前、病

をおして建国祭大相撲大会で裁いたという使命感には感動しました｡」と、話してくれました。

　また、３月６［］には、後藤悟氏（元28代木村庄之助、松翁養子）を招いて「松翁・木村庄之助と栃木山」と題し記

念講演が開催され、郷土出身者の偉業にまつわる話に聞き入っていました。

　 － 　 ＝

● － . ● 1

　 － - ･

彩’゛－一一－4

5　・　　ミ

　　　フ‾^プ

　　　･%　－’吻

　２月４［］、稲葉小学校（小花隆一校長）の５年生30名と６年生

17名が、「よく見て心をこめて描こう」をテーマに、絵手紙を体

験しました。

　この［］は、絵手紙愛好家グループ「木蓮の会」（谷田部民泊代

表）の４名の方から、「下手でもいいんです。心をこめて一生懸

命描きましょう｡」と指導を受け、題材のミカンやリンゴなどを

描きました。

　子どもたちは、「初めての体験だったがとても楽しかったです。

またやってみたいです｡」と感想を述べていました。

｡，,虫ェ.，=,尾=・・エ.9冑，,=７郎氏（おもちやのまち自.,・治会聶1．１Ｓ

　１月21［］、今市市文化会館で開催された栃木県自治会連合会「平成16年度会長

研修大会」において、中尾靖一郎氏が、自治会活動功労者知事表彰を受賞されま

した。

　中尾氏は、永年に亘り自治会長として、さまざまな地域活動に取り組み、自治

会の維持・発展に努められ、連帯感あふれた地域社会づくりに尽力されています。

……,楽しみながらできる満点健康法

国民健康保険事業健康講演会評
　２月10目、壬生町保健福祉センターにおいて、国民健康保険事業

健康講演会が開催されました。

　今回は、講師にＮＨＫテレビの［おかあさんといっしょ］の体操

のお兄さん等で活躍された、武蔵野短期大学教授輪島直幸さんを迎

えて行われました。

　　「脳も筋肉も使わないと衰える｡」「声を出すと脳から指令がいき、

脳が活性化する｡」など、普段の生活習慣を直すよう話されました。

また、実際に声を出したり体操などをしたりと、笑いの絶えない楽

しい講演会となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ
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平成17年度　前期　生涯学習関連施設講座案内

倚

施　　　設 頁 場　　　　所
電話番号

(問い合わせ)

生涯学習館 18～21 落合３丁目５－３ ８２－８３８４

壬生中央公民館 22～24 本丸１丁目8－33 ８２－０１０８

南犬飼地区公民館 24～25 安塚H79 ８６－００３１

稲葉地区公民館 26 上稲葉932 ８２－７３７４

勤労青少年ホーム 27 安塚1179－ 3 ８６－３０４４

兜　　童　　館 27～28 壬生丁281 ８２－７３８８

おもちや博物館 29 国谷2300 ８６－７１１１

スポーツ振興諜 一 壬生甲3828 ８２－２３４５

歴史民俗資料館 一 本丸１丁目8 －33 ８２－８５４４

町立図書館 一 本丸１丁目8 －33 ８２－８５４３

子育て広場 16
生涯学習館・駅東自治公民館
南犬飼地区公民館

子育て支援センター 17 保健福祉センター ８２－８８８２



壬生町子育て支援グループ「ポケット」

一 一 一 一 　 一 一 一 一 - 一 一

子育てでイライラしていませんか。

一人で悩んでいませんか。

いきいきと子育てをして、お子さんはすくすくロ

先輩やお友達とおしゃべりをして悩みを解消、また子

育ての情報もキャッチ！楽しい子育てをしましょう。

｡。●

－．４．：･

･･．●
｀Ｊ ●

－
．

４

．

１ １ １ ．

１ 恵一

兪

●

-　ｓ

　　　　●

ほっとサロン

’禰

　“思春期のお子さんをもつお母さんのくほっとサロ

ン〉"この頃の子どもがわからない！子どもとどう

接したらいいの？など不安や心配を話し合いません

か。いつでも気軽に来てネ。

………開催日

………時　間

ヽ!.==.j………会　　場

ｾﾞII費　　用

弁申込受付

毎月第３火曜日

10:00～12:00

壬生町立生涯学習館

50円（お茶代）

昔86－1437（池）

のびのびひろば

① 5 /19 木 「新聞紙であそぼう！」

② 6/16 木 ｢ピッカピカの歯にしよう｣

③ 7 /21 木 「ふしぎブニュグニュ」（スライム）

④ 9/15 木 円ズムであそぼう！」（リトミック）

==………時　間

ヤ対　　象

募集人員

……･==j……会　　場

･･.こ==･=･･,j･教材費

ﾂﾞ=!=,……申込受付

10:30～11:30

未就学児と親

20組

駅東自治公民館

１回200円（親子１組）

昔82－7108（斉藤）

昔82－6217（早乙女）

すくすく広場

① 5/26 木
｢かばさん歯磨き｣

(虫歯のない歯にするために)

② 6 /23 木 円ズムであそぼうに（リトミック）

③ 7 /28 木
｢にぎってギユツギユツ｣

(小麦粘土)

④ 9/22 木
｢おしやれマスコット｣

(まつぽっくりで楽しいマスコット!)

や時　　間

y=,==1･=

j……

ﾇ寸　　象

‥･,･==･.=;゜･=･=.i一一

募集人員

申会　　場

j.･.｀･

教材費

フ申込受付

10:30～11:30

未就学究と親

20組

南犬飼地区公民館

１回200円（親子１組）

�86－2184（薮田）

昔86－0031（南犬飼地区公民館）

　子育て広場

いちごサロン
お子さんを幼稚園に送りだしたあと、ゆったりと子

育てのこと自分のことを考えてみませんか。

① 4/22 金

｢あなただったらどうする｣

いざという時、子ども、自分を

守るには

② 5/27 金

「ママ！もっときれい！（春のメイク）」

講師　野中アサ先生（ノーメイ

クで普段使用している化粧品を

ご持参下さい）

③ 6 /24 金

｢いまさら聞けない！｣

(男の子女の子のからだ)

講師　佐山静江先生

① 7 /15 金

｢ゆかたの前方について｣

(定員15名)(和室)

講師　滝元美代子先生

(高温多湿な日本の夏に、ゆっ

たりと涼しそうに着て日本女性

の奥ゆかしさを装ってみましょ

う)

⑤ 9/16 金 「ビーズ手芸」材料費200円

時
対

間
象

ご募集人員

　会　　場

　費　　用

乙j･申込受付

10:00～11:30

幼稚園児の親

20名

壬生町立生涯学習館

１回100円（コーヒー代）

昔86－0865（井上）

昔86－1437（池）

親子ふれあいサロン

① 4 /15 金
｢ミニ・ミニうんどうかい｣

講堂

② 5 /13 金 ｢ママと手あそび｣

③ 6/10 金 「飛行機！お空にとばそう！」

④ ７／８ 金 ｢お楽しみパネルシアター｣

⑤ 8 /26 金
「なつまつり」おたのしみいっ

ぱいの会場に来てネ！

⑥ ９／９ 金 ｢ママとおまんじゆうつくり｣

時
対

間
象

ハ募集人員

･･====会　　場

1教材費

申込受付

10:00～11:30

未就学児と親

20組

壬生町立生涯学習館

１回200円（親子１組）

昔86－1437（池）

16



日
　
対
場
内

17

子育て支援センター　☆ひよこ☆　　｜

子育て相談や遊び場の提供、母親のサークル作りの育成、子育て情報の提供・紹介などを行い

地域の皆さんの子育てを応援します。遊びに来てくださいね。

時
象
料

　
　
　
用

日
対
利

場 所

月～金曜日　午前9:00～午後4:30

未就学兄と保護者

無料

壬生町子育て支援センターひよこ（保健福祉センター１階）

　く2階　母子保健検診指導室での活指目は「ひよこだより」でお知らせします〉

※［ひよこだより］は中央公民館・南犬飼公民館・図書館・稲葉出張所・生涯学

　習館・児童館に置いてあります。

ヽ電　　話　昔0282－82－8882

　　　　　　※相談は、電話でもお受けします。

日
内

に

時
容

っこりタイム

で7?

体
;:j昌S;?

せ･製作･ﾘｽﾞﾑ遊びなどﾃｰﾏを決めて行います。

たっちエンジェル j…
…､jjjj!'7.･チャビールーム

（１歳児相談）　　　　　　　　　　　　　　　・

　時　4/12・ 5/17・ 6/14・ 7/12・ 8/9 ・ 9/1レ＞=.･.=､j･一日

　　　10:00～11:30

　象　通知者のみ　　　　　　　　　　　　　犬1･･……:･.･･夕寸

　所　母子保健検診指導室　　　　　　　　　　入場

　容　身長体重測定・記念（手型足型、写真）　……､j=､.万=･内

　　　読みきかせ・ふれあい遊び・自由遊び

　　　相談（保育士・保健師・栄養士・母子万

　　　保健推進員）

　　※午前のひよこの活動はお休みです．

（子育てひろばと育児相談室）

　時　4/28・ 5/26・ 6/23・ 7/28・ 8/25・ 9/22

　　　9 :00～16:30

　象　未就学児と保護者

　所　母子保健検診指導室

　容　育児相談（保育士・保健師・栄養士・

　　　母子保健推進員）

　　　身長体重測定・情報交換・仲間作り・

　　　読みきかせ・ふれあい遊び・自由遊び

Ｗ ｀ ～ Ｗ



心 ゛

一

座　　　　｜　　　生涯学習館

開　催　日

6 /23 6 /30 ７／７ 7 /14

6 /23 6 /30 ７／７ 7/14

6 /22 6 /29 7/6 7 /13

6 /22 6 /29 7/6 7/13

6 /24 ７／１ ７／８ 7/15

6 /24 ７／１ ７／８ 7 /15

申し込みハガキ記入例

　　　　　　　　内容毎に１枚のハガキで申込下さい。

[白] 321－0218
　
　
　
　
　
　
析
　
り
　
ま
　
げ

ー
－
－
－
－
ｌ
ｄ
ｌ
１
１
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｌ
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　
壬
生
町
落
合
三

－

五
上
二

　
　
　
　
壬
生
町
立
生
涯
学
習
館
　
行

左 右

※Ａ・Ｃ・Ｅ講座は託児を行います。

　希望者はハガキの特記事項にその旨をご記入下さい。

牡｣

　(受講申込者)

　　郵便番号

　　住　所

　　氏　名

左

　　　○○講座

　　受講申込書

　郵便番号

｜　住　　所

｜　氏　　名

電話番号

年　　齢

特記事項

第１希望○○講座

第２希望○○講座

右
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生涯学習館
－

―゙

… … 一 一 一 一 一 一 一 一

１．対象者　壬生町にお住まいの方、又は勤務されている方

２．申込期限　４月20日（午後４時必着）

３．申込方法　ハガ牛記入例により、往復ハガキにて申込ください。（持参可､受講通知用の普通ﾊｶﾞｷをお持ち下さいo）

　○受講者の決定（定員数をオーバーした場合は抽選になります。受講者少数の場合は中止になる場合があります｡）

　○受講料の他にテキスト代がかかります。

講座名 講座内容
　受講料
(テキスト名)

曜日
時間

募集
定員

開 　 催 　 日

♂ ♂ 　 　 ♂ 　 　 　 % % 　 　 　 　 ♂ 　 r ゝ ♂ X

ＩＴ基礎

　Ａ マウスの使い方から文字人力

インターネット・メール

(パソコンをはじめて

触れる方のための講座)

　　2,200円

テキスト:IT基

礎パソコン入門

FD込み1,000円

木曜日

　9:30

　J

II:30

25人 5/12 5/19 5/26 ６／２ ６／９ 6 /16

ＩＴ基礎

　Ｂ

木曜日

18:30

　？

20:30

25人 5/12 5 /19 5/26 ６／２ ６／９ 6 /16

ワード

　Ｃ

ワード（ｘｐ）

①文字の入力と基本操作

②作文書の装飾

③文書の修正

④図の作成

⑤罫線表の作成

⑥はがき文書の作成

⑦各種設定

　　5,500円

テキスト：でき

るWord2002

0mcexP版FD

込み1,000円

水曜日

9:30
　？

11:30

25人 5/II 5/18 5/25 ６ハ 6/8 6/15

ワード

　Ｄ

水曜日

18:30

　？

20:30

25人 5/11 5/18 5/25 ６釧 ６／８ 6 /15

エクセル
　　Ｅ

エクセル（ｘｐ）

①データ入力の基礎

②数式の利用

③文字の修飾とレイアウト

④印刷の方法

⑤グラフの作り方

⑥ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽとしての使い方

⑦各種設定

　　5,500円

テキスト：でき

るExce12 0 0 2

0fficexP販FD

込み1,000円

金曜日

　9:30

　？

11:30

25人 5/13 5/20 5/27 ６／３ 6 /10 6 /17

エクセル

　　Ｆ

金曜日

18:30

　？

20:30

25人 5/13 5/20 5/27 ６／３ 6 /10 6 /17

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ
　　Ｇ

デジタルカメラの知識

画像の加工

　1,500円

テキスト500円

土曜日

9:00~16:00
25人 5/21

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

　　　Ｈ

　日曜日

9:00～16:00 25人 5/29

｀1｀.‘､_゛｀_゛x_゛｀.゛ゝ_゛｀_゛x_/｀一゛｀_/｀_゛｀_/｀一゛｀-゛｀_.´｀､.´Xら､.ら/ぺ､ﾊﾊ､ﾊﾊ心/ﾍﾊﾊﾊらﾊ_ﾊｰﾊｰﾊｰﾊｰﾊごへ_/へ_ﾊﾊﾊ../

ｿﾞ※毎月第１日曜日　パソコン室無料開放

八

/

/ |

）

／
ｘ
ノ
ｓ
／
i
"
%
r
s

｡
1
‾

⌒ 八 Ａ ／ ｀ 芦 へ 汽
へ へ ヘ ハ ら ． ヘ ハ ヘ ｒ へ / ｀ / 乙

　 － 一 一 一 一 一 一 一 一

（パソコンボランティアの方が常駐します。初心者の方も安心して参加して下さい。インターネッ

用可能です。プリンターは利用できません｡）

開放日：４／３　５／１　６ノ５　７Ｚ３　８／７　９／４１０／２１１／６１２／４　２／５

　　　　　※３／５（学習館フェスティバルのパソコン教室）

、
．
ｊ
ｙ
ｌ
／
Ｉ
？
、
Ｊ
ｒ
ｊ
う
Ｘ
’
シ
ベ
／
’
＼
．
／
ｋ
べ
／
ｒ
≒
／
―
≒
ｒ
ｊ
シ
＼
ｊ
’

（
　
　
　
S
‐

一
　
　
　
ト

ｊ　利用時間：午前の部　9

:oo～12:oo　午後の部　13:oo～16:oo(来館者多数の場合は制限時間有り)　Ｓ

Ｉ　申込方法：当日壬生町生涯学習館に直接来館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

.･V･ ･.･t……………………………j………j｀_j･_‘･･り･･･.ﾊｰ¨-‘･｀-j ･･一‘･｀..‘I..j'･..j･｀..‘X.j･..j………………ﾐ｀..'･..'｀..″'..″｀..a乃.ﾊ.戸･_か･_A_A一戸一一゛･-゛り‾･-.へ./｀‥へた.｀..a..A.乃..゛.戸‥゛..へ.Λj.八八.八.戸･_ﾊ_乃_a..一肖..･へJ･..ﾊ..へΛ八.Λ7･..j5.a.ﾊ.､.ヽ⌒へ､､⌒ぐ
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リトミック

ペビーコース・２才児コース

　　　　　リトミック研究センター栃木第１支局長

　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤玲子　先生

　母と子のかかおりの中でリズムの流れや音を通し、

感じる心と身体を作ります。ごあいさつ・手合わせ

パッチン・絵カード・まねっこメロディー・ダンス・

マラカスサンバ等。

曜日 日　　　　付

水

５月18日、５月25[]、6月８[]、６月22[]

6月29日、７月13目、７月27ﾄﾞ1、8月3旧

９月14日、９月28[]

づ募集人員　各コース20組（町内）
・会　　場　生涯学習館講堂及びわんぱく公園

、教材費　2､000円（講座初日に徴収）

託　　児　託児ご希望の方は申込み時に申請して

　　　　　　下さい。

言対

才時

象
間

象
間

※ペビーコース

平成15年４月～16年３月生まれ

10:00～10:50

※2才児コース

平成14年４月～15年３月生まれ

11:00～11:50

ﾀﾞ…………外国人のための日本語公開講座

ボランティア講師２名

生涯学習館

○申し込みは､４月17日(日)午前９時より

　生涯学習館で受け付けます。

※定員になり次第締め切り。

※電話での申込みはできません。

※教材費はおつりがないようにお願い

　します。

j･

.,..1｡j=j.==･==.=デンマーク白刺繍

　　　　　　　　　　　　講師　安田千賀子　先生

　土台となる布をカットしたり糸を抜いたりして、

その中に透かし模様を縫っていく、デンマーク独特

の白刺繍です。まずは、簡単なコースターのような

物から作ってみませんか。

① 5 /17 火 模様のサンプラー（練習作品）

② 5 /31 火 コースター

③ ６／Ｈ 火

各自の作りたい物をサポート

します。

① 6 /28 火

⑤ 7 /12 火

⑥ 7 /26 火

j=,時　　間

y.･=･･=,･.･募集人員

-･===･一教材費

肯持参品

10:00～12:00

20人

|､500円　申込時

裁縫道具（あればクロスステッチ用の

先の丸い26番の針、刺繍用ハサミ、刺

繍リング（10cm～12cm）、筆記用具

壬生町に生活している外国出身者の方が日本語学　ヽ会　　場　生涯学習館

習を通して、日本の生活習慣等を学び、地域の方と…………………………………………………

のよりよい交流ができるように講座を開講する。

曜日 日　　　　付

土

４月23日、４月30日、５月2田、５月28日

６月18日、６月25日、７月16日、７月23[]

8月20日、８月27日、９月１ｍ、９月24日

……｡!;｡,･｡･一時　　間　10:00～12:00

★募集人員　15名

★会　　場　生涯学習館

★教材費　１回100円

★持参品　筆記用具

ぐ1……………民話を聞く集い

　拠点としている学習館で開催し、会員全員が語る。

出前と異なって、老若男女、民話を聞きたいと思っ

て下さる方々にわざわざ来て下さる方に語り、交

流を深める。

①　６／５　日　全会員による民話語り

ﾂﾞ』寺　　間　10:00～12:00

ヤ募集人員　30名

白､会　　場　生涯学習館（日本間）

自然に学ぶ講座
　　　　講師　とちぎ自然塾塾長　関谷忠一　先生

とちぎテレビ「イブニング６」フィッシングキャスター

　自然との接し方を忘れかけている今日、もっと自

然と触れ合って自然に話しかけてみませんか。自然

に関する知識や楽しみ方を学び、自然からのメッセー

ジを五感で受け止めることが、講座の目的です。

① 4/26 火
森林浴・フィトンチッド・マ

イナスイオンの効果とは

② 5 /17 火
春の山菜から自然の声を聞こ

う、雑草を食べよう

③ 6 /21 火 川の幸と川魚の食べ方

④ 7 /19 火 シソジュースを作ろう

⑤ ９／３ 土
実地研修、町バス利用

「犬芦川渓谷を歩く」

間　19:00～21:00

　　9/3のみ　9:00～15:00

1･==募集人員

j=J教材費

=;･==会　　場

30人

1,000円（保険料込み）申込時

生涯学習館・大芦川渓谷
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生涯学習館

轍子ふ教組哺鳴
○申し込みは､４月17日(日)午前9 :00より生涯学習館で受け付けます。

※定員になり次第締め切り。※教材費は各開催日に徴収いたします。

開催日 曜日 時間 講　座　名 内　　　　　容 費　用 定員

４／２ 土 9 :00～12:00
親子家庭菜園
※３月中に募集済み

季節の野菜を作りましょう。

(ジャガイモ)
材料費のみ 10組

4 /23 土 9:00～12:00
句の味覚
タケノコ据り体験

竹林を散策し、実際にタケノコ掘

りを体験

スコップ持参

保険料100円
30組

5 /14 上 8:30～16:00 なかがわ水遊園見学
見てふれて水と緑とさかなの世界

を見に行こう

大人600円

子供300円

保険料込み

50人

5 /28 土 9 :00～12:00 トールペイント トールベイントに挑戦してみよう 材料費のみ 10組

6/11 土 8 :30～16:00

渓谷を歩こう
(発見がいっぱい)
　　　　　(町バス)

大芦川の渓谷を散策。自分で摘ん

だ野草を使って野外天ぷら料理に

挑戦！

大人400円

子供300円

保険料込み

25人

6 /19 目 9 :00～12:00 リースづくり
布（支那まい）を使ってリースを

作ろう

１組2,000円

　　程度
10組

7 /10 日 9 :00～13:00 流しそうめんにチャレンジ
手作りのコースを作ってそうめん

を流してみよう

大人300円

子供200円
10組

８／７ 日 8:30～16:00
清流での川遊び体験
　　　　　(町バス)

県内でも有数な清流の大芦川で、

本当の川遊びを体験

アユのつかみ取り他

保険料込み

　１人500円
15組

９／４ 目 9:00～12:00
親子家庭菜園
(大根、白菜)

大根と白菜の種まきと育苗管理を
体験 材料費のみ 10組

10/ 1 土 9 :00～12:00 トールペイント トールベイントに挑戦してみよう 材料費のみ 10組

10/23 日 8 :30～16:00
親子ハイキング

　　　　　(町バス)
みか石山公園ハイキング 保険料100円 50人

11/26 土 9 :00～12:00 クリスマスリースづくり クリスマス用り一スづくりに挑戦
１組2,000円

　　程度
10組

12/ 3 土 9 :00～12:00 年賀状作成（パソコン）
パソコンを使ってオリジナル年賀

状を作ろう 無料 30人

12/18 日 9:00～12:00 クリスマスケーキづくり クリスマスは手作りケーキ 実費（500円） 20人

1 /29 日 8 :30～16:00
親子フィッシング
　　　　　(町バス)

犬人気のマス釣りを今回も開催、

釣ったばかりのマスの炭火焼きは

最高！

大人1,000円

子供　500円
50人
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j…………万｡=･実用書を楽しむ

　　　　　　　　　　　　　　　　井上幸枝　先生

　暮らしに役立つ、手紙・はがき・のし紙・のし袋

の表書きなどを学びます。初心者の方、字を書くの

が苦手な方、歓迎ロ

① 5 /17 火 住所・氏名を書く（楷書体）

② ６／７ 火 住所・氏名を書く（行書体）

③ 6 /21 火 宛名を書く（はがき・封書）

④ ７／５ 火 はがきを書く（年賀状）

⑤ 7/19 火 年賀状用の印を刻る

⑥ ８／２ 火 年賀状用の印を刻る・押印

⑦ 8/23 火 はがきを書く（季節の見舞状）

⑧ ９／６ 火 はがきを書く(送り状､礼状､案内､祝い､他)

⑨ 9/20 火 手紙を書く（礼状、祝い）

⑩ 10/4 火 手紙を書く（頭語､結語､時候､前文･末文）

､･時　　間

……こ･募集人員

13:30～15:30

20名

壬生中央公民館（実技実習室）

実費負担

書道用具及び筆記用具一式

着付け教室
　　　　　　　　　　　　　　半田セウ子　先生

きものの着付けの基礎から応用まで楽しく学べます。

① 5/13 金 体型の補正と着装

② 5 /27 金 半巾帯の結び方・文庫

③ 6/10 金 文庫の復習と花結び

④ 6 /24 金 花結びの復習と男結び・帯／帯揚げ

⑤ ７／８ 金 名古屋帯の結び方・ぐるぐる巻き

⑥ 7/22 金 ぐるぐる巻きの復習とねじり

⑦ ９／９ 金 ねじりの復習と結び

⑧ 9 /30 金 結びの復習と名古屋帯総復習

⑨ 10/14 金 相手に着付け、二重太鼓

⑩ 10/28 金 相手に着付け、二重太鼓

⑨ 11/11 金 自分で手結び、二重太鼓

⑩ 11/25 金 自分で手結び、二重太鼓

⑩ 12/ 9 金 相手に着付け、ふくら雀

⑧ 12/16 金 相手に着付け、ふくら雀

⑥ 1 /13 金 相手に着付け、文庫

⑩ 1/27 金 相手に着付け、文庫

⑥ 2 /10 金 総復習

⑩ 2/24 金 総復習

⑩ 3 /10 金 盛装の前方

⑩ 3/24 金 盛装の着方

間　10:00～12:00

よ募集人員

ﾂﾞ;………会

債.教材

場
費

15名

壬生中央公民館（日本間）

申込時3,250円（テキスト2,200円，

キャミソール1,050円代）他実費

べ持参品　着物等

中央公民館

○申し込みは､４月16日(土)午前9時より

　中央公民館で受け付けます。

※電話での申し込みはできません。ま

　た教材費のある講座はおつりが無い

　ようにお願いします。

:j°11万'万==|･『源氏物語』を読む

　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺裕美子先生

　『源氏物語』をゆっくりじっくり読んでゆきます。

前年度からの続きで、今年度は葵巻から始めます。

光源氏22才から10年くらいをたどります。古典に興

味のある方なら、どなたでも。今年度からの受講で

も犬丈夫です。

曜日 日　　　　付

金

５月20日、６月３日、６月17日、７月１日

７月15日、８月５日、８月19日、９月２日

９月16目、10月７日、10月21日、11月４目

11月18日、12月２日、12月16日、１月13日

１月20日、２月３日、２月17日、３月３日

……=4,･内　　容

咳r時　　間

=7=ヽ一一,募集人員

場
費
品

　
材
参

会
教
持

源氏物語（葵巻から朝顔巻まで順次）

13:30～15:30

40名

壬生中央公民館（学習室）

申込時2,520円（テキスト代）

筆記用具

ハワイアンフラダンス教室
　　　　　　　　　　　　　　　　　手塚朗子　先生

　フラダンスを楽しみながら、健康と若返りを仲間と

ともに目指しましょう。（年齢関係なく楽しめます｡）

① 5 /19 木 月の夜

② ６／２ 木 μ

③ 6 /16 木

南国の夜④ ７／７ 木

⑤ 7 /21 木 μ

⑥ ８／４ 木 77

⑦ 8 /18 木 77

⑧ ９／１ 木 プワマナ

⑨ 9 /15 木
μ

⑩ 10/ 6 木 μ

時　　間

募集人員
場
費
品

　
材
参

会
教
持

13:30～15:30

30名

壬生中央公民館（展示資料室）

実費負担

動きやすい服装
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中央公民館

やさしい俳句教室
　　　　　　　　　　　　　　　　森　絹枝先生

　自分史を書くように　自分の生活の中から、自分

らしい俳句を作る。ｲ中間の中にあって、改めての自

己発見!!俳句に興味のある方はどなたでも…

① 5/21 土 ⑨ 10/15 土

　句会・創作

　　と合評

(随時、名句

鑑賞を入れて)

② ６／４ 土 ⑩ 11/ 5 土

③ 6 /18 土 ⑩ 11/19 土

④ ７／２ 土 ⑧ 12/ 3 土

⑤ 7 /16 土 ⑤ 12/17 土

⑥ ８／６ 土 ⑩ 1 /21 土

⑦ 8/20 土 ⑥ ２／４ 上

⑧ ９／３ 土 ⑩ 2/18 土

⑨ 9 /17 上 ⑩ ３／４ 土

⑩ 10/ 1 土 ⑩ 3 /18 上

ﾌﾞ=1寺　　間

……=･.'.:.=･=募集人員

場
費
品

　
材
参

会
教
持

｛
　
　
％
％
　
％

13:30～15:30

20名

壬生中央公民館（学習室）

実費負担

筆記用具

開花学級
　いろいろな分野を楽しみながら学び、新たな自分

を見つけましょう。

① 5/19 木 歴史の話『義経』

② ６／２ 木 高齢期の健康法

③ 6 /16 木 童謡を歌おう

④ ７／７ 木 防災について

⑤ 7 /21 木 民話のつどい

⑥ ８／４ 木 悪徳商法とクーリングオフ

⑦ 8/18 木 いきいきセミナー

⑧ ９／２ 金 日帰り研修

⑨ 9/15 木
歴史再発見『義経伝説の地、発

見の旅』

⑩ 10/ 6 木 電気安全と省エネ

…………時　　間

Å募集人員

jrj会　　場

1,11=教ｷｵ費

;=!j==･,=･:･持参品

･･=;.･=研修人員

23

10:00～12:00

50名

壬生中央公民館（研修室等）

実費負担

筆記用具等

31名（実費負担）

○申し込みは､４月16日(士)午前9:00より

　中央公民館で行います。

※電話での申込みは出来ません。また、

　教材費のある講座は、おつりの無い

　ようにお願いします。

フォークダンス教室
　　　　　　　　　　　　　秋渾則子先生

フォークダンスで、楽しく身体を動かしましょうロ

① 5 /12 木 ストレッキング

② 5/19 木 世界の踊り

③ 5/26 木 μ

④ ６／２ 木 ﾌ/

⑤ ６／９ 木 μ

⑥ 6/16 木 X7

⑦ 6/23 木 μ

⑧ 6 /30 木 夕7

⑨ ７／７ 木 μ

⑩ 7 /14 木 ミニパーティー

　時　　間　19:00～21:00

7募集人員　30名

1,･=i･･=会　　場　壬生中央公民館（中会議室）

ご====;li.万一一一教材費　実費負担

戈……持参品　運動のできる服装

七宝焼き教室
　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　ｲ言先生

　七宝の輝きで、身の回りや室内を飾ってみません

か！（アクセサリー、小額絵　等）

① 5 /12 水 彫金材・単色七宝

② ６／９ 水 彫金材・多色七宝

③ ７／Ｈ 水 貴石七宝・珊瑚

④ 8 /11 水 貴石七宝・裴翠

⑤ ９／８ 水 フリット七宝（透明）

⑥ 10/ 6 水 フリット七宝（半透明）

⑦ 11/10 水 噴袖七宝

⑧ 12/ 8 水 銀箔部分箔

⑨ 1 /12 水 銀箔地七宝

⑩ ２／９ 水 銀箔地七宝

』寺　　間

………募集人員

場
費
品

　
材
参

会
教
持

9:30～11:30

10名

壬生中央公民館（実技実習室）

申込時　2,000円　他実費

ティシュペーパー　他

べ ー ／
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Ｗ ｓ

南犬飼公民館

○申し込みは、４月16日収)午前9:00より

　南犬飼公民館で受け付けます。

※電話での申し込みはできません。

やさしく楽しいﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ教室

　　　　　　　　ＦＤ公認指導員　秋潭則子先生･=･

　音楽に合わせて、みんなで楽しく身体を動かしま万

しょう。日頃の運動不足の方にもお勧めいたします。

① 5 /12 木 ストレッチ・パリュビラペテルーシャ

② 5/26 木 リトルマンインナフィックス

③ ６／９ 木 ジェアトロア

① 6 /30 木 日本全国しあわせに

⑤ ７／７ 木 クラリネットポルカ

⑥ 7 /21 木 ＯＸＯリール

⑦ 8 /11 木 ズヴォゾニィ

⑧ 8/25 木 ディスコお富さん

⑨ ９／８ 木 アパットアパット

⑩ 9/22 木 ミニパーティ

☆時

背募集ﾉ

爽会

兪教材

快持参

間　10:00～11:30

爺募集人員

場
費
品

25名（定員になり次第締め切ります）

南犬飼公民館

300円

上履き用シューズ

ﾐ

｡

lj

｡

j.･･1

.万1.1==･｡･女性セミナー

　めまぐるしく変化する現代社会の中で、暮らしに

役立つ技能を身につけるために学習の機会を提供

します。

① 5 /19 木
開講式

講話『ストレスと心の健康』

② 6 /23 木
館外研修　とちぎ海浜自然の家

施設見学

③ 7/14 木 講話『人生いつまでもチャレンジ』

④ 7/28 木
講話・実技　電気安全は正しい

知識から（カミナリ対策）

⑤ 8/18 木 みんなで歌おうカラオケ教室

⑥ ９／１ 木 講話・実習、我が家の防犯・防災対策

⑦ 10/27 木 館外研修　ツインリンクもてぎを訪ねて！

⑧ 11/10 木 講話『栃木の方言知ってっけ！』

⑨ 12/ 8 木
実技・実習　クリスマス･リー

ス作りを楽しもう！

引寺　　間

合募集人員

訟会　場

長教材費

10:00～12:00

40名（定員になり次第締め切ります）

南犬飼公民館

実費

中央公民館

○申し込みは､４月16日脚午前9:00より中央公民

　館で行います。

　※電話での申込みは出来ません。また、教材費の

　ある講座は、おつりの無いようにお願いします。

　　草木染め

　　　　　　　　　染色家　西岡干菓子先生

身近な植物で染めものを楽しんでみませんか！

《今回は、羊毛を草木で染め、フェルトのバックを作ります｡》

① 7/27 水 藍の生葉染め

② 8 /31 水 館周辺の植物を染める。

③ 9/28 水 μ

④ 10/26 水 μ

⑤ 12/21 水 フェルト作り

間　10:00～15:30（7 /27は午前のみ）

匹､募集人員 20名

壬生中央公民館（調理実習室）

申込時1,200円　他実費

ゴム手袋・エプロン　他

おさかな料理教室
　　　　　　　　　　　　　　県南公設地方卸売市場

　今、日本人の食生活で見直されている「さがな」。お

さがな料理の基礎を学び、得意料理を増やしましょう。

① 5/19 木 句のさがな料理

② 6 /16 木 μ

③ 7/21 木 μ

④ 8 /18 木 μ

⑤ 9 /15 木 ﾀﾌ

⑥ 10/20 木 μ

⑦ 11/11 金 県南公設地方卸売市場見学

ﾇ=.j.;一時　　間

ﾘ……募集人員

ゐ、

こZ二－ 場
費
品

10:00～13:00

20名

壬生中央公民館（調理実習室）

申込時　5,000円

エプロン・ふきん・三角巾等

六
万jjl

｡
jjj｡1,1,宍=i親子料理教室

　　　　　　　　　　研究家　ｲ左藤紀子先生

週末のひととき、親子で料理に挑戦しましょう！

① 5/28 土 お誕生日パーティーのお献立
② 6/25 土 ブランチメニュー

③ 7/23 上 スタミナ食

④ 8/27 土 ふわふわオムライス　他

⑤ 10/1 土 行楽のおべんとう
……:,il･･.･一時　　間

肩募集人員

･==j……会　　場

子教材費

ｙ持参品

10:00～13:00

20組町内小学校４～６年生親子

壬生中央公民館（調理実習室）

申込時　１組　2,500円

エプロン・ふきん・Ｅ角巾等
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南犬飼公民館 ○申し込みは、４月16日(士)午前9:00より

　南犬飼公民館で受け付けます。

※電話での申し込みはできません。

ビーズアクセサリー教室　　デジカメ入門講座
　　　　　　　　　　　　　講師　佐藤信枝先生

　ネックレス・リング。素敵なアクセサリーを楽し

く、手作り！あなたもオリジナルのアクセサリーで

装いませんか。

① 5 /11 水 あなたの指をキャッツアイで飾る

② 5/25 水 胸元をＶ宇で描く

シルバーラインネックレス③ ６／８ 水

④ 6/29 水
スワロフスキーのイヤリング・

ローズネックレスどちらか選ぶ

⑤ 7 /13 水 ブレスレット

⑥ 7 /27 水 お花のストラップ

⑦ 8 /10 水 変形ドームリング

⑧ 8 /24 水 リボンリング

⑨ ９／７
水 パーティ用ネックレス　シルバー

⑩ 9 /28

間　10:00～12:00

大募集人員

場
費
品

　
材
参

会
教
持

☆
☆
、
衆

25

15名（定員になり次第締め切ります）

南犬飼公民館

500円（１回目のみ、２回目以降随時徴収）

小さな平らな缶又は箱・毛抜き・ベン

チ・はさみ・まち針又は安全ピン

　　　　　　　　写真スクール講師　斎藤信昭先生

　デジカメの特徴や使い方を知ることで、シーンご

との撮り方やカメラの機能を活かした撮影法、カメ

ラの設定のポイント等を学びます。

① ５／Ｈ 土 使い方の基本等

② 5/28 土 使い方の応用・撮影のポイント

③ 6/11 上 実習・わんぱく公園にて

④ 6 /18 土 プリント・講評

間　10:00～12:00

　募集人員

こ会　場

よ教材費

二持参品

15名（定員になり次第締め切ります）

南犬飼公民館

1,500円

デジカメ・筆記用具

j六万゛j11'

,

'1'lj'!･ljljl

.

JI･1111'･j.'1.11'万'
.==･開花(高齢者)学級

　高齢者が生きがいを持ち、心身ともに豊かな生活

を送るために必要な知識と技能を学びます。

① 6 /10 金
開講式　講話

『人生いつまでもチャレンジ』

聯 ７／８ 金 ゲートボール

③ 8/10 水 千代紙人形制作

④ ９／Ｈ 水 日帰り館外研修

⑤ 10/12 水 ゲートボール

⑥ 11/ 9 水 講話『生き生きと元気に暮らそう』

⑦ 12/7 水 ゲートボール

⑧ 1 /18 水 閉講式『芸能発表演芸大会』

貪時 間　10:00～11:30

証募集人長

嘆会　場

卦教材費

南犬飼地区老人クラブ会員

南犬飼公民館・ふれあい広場

実費

一

-



○申し込みは、４月15日㈲午前9:00より

　稲葉公民館で受け付けます。

※電話での申し込みはできません。

ピアノ教室
　　　　　　　　　　　　　　　　柏倉啓子先生

　みんなで楽しくレッスン・初心者の方を対象に

基礎から指導いたします。きっと楽しく練習出来る

と思います。

① ６／１ 水 ドの音、いくつありますか

② ６／８ 水 簡単なメロディーを弾きましょう

③ 6 /15 水
あなたメロディー　私伴奏

みんなで弾けば楽しさ倍増

① 6/22 水 ＃、♭黒鍵に挑戦です

⑤ 6/29 水 音を合わせて心を一つに

⑥ ７／６ 水
μ

⑦ 7 /13 水 μ

⑧ 7/20 水 μ

⑨ 7 /27 水 μ

⑩ ８／３ 水 アンサンブルって最高

j･,･,l寺　　間

噴募集人長

女会　　場

ll,.-教材費

乗持参品

10:00～12:00

20名

稲葉地区公民館

4,500円（テキスト代等）

筆記用具等

エコクラフト教室

稲葉公民館

親子料理教室
　　　　　　　　　　　　　　茂木ミイ先生

親子でいろいろな料理に挑戦してみませんか。

① 5 /21 土 まんじゆう作りにチャレンジ

② 6/18 土 フライパンで出来るお菓子作り

③ 7/16 土

なすカレー、サラダ、七月はラベ

ンダーの花が咲きますのでラベン

ダースティック作りも出来ます

時　　間

募集人員

場
費
品

　
材
参

会
教
持

9:30～11:30

10組（小、中学生の親子）

稲葉地区公民館

３回で3､000円

ふきん、三角巾、エプロン等

晩春から初秋の気象の話
　　　　　　　　　　気象予報士　泉　洋一郎先生

　天気予報や気象情報への関心が例年以上に高まる

なかで、各月の気象について考えてみましょう

① 5 /15 日 ５月の気象

② ６／５ 日 ６月の気象

③ ７／３ 目 ７月の気象

④ ８／７ 日 ８月の気象

⑤ ９／４ 日 ９月の気象

　　　　　　　　　　　　　　　　杉山千衣子先生　　時　　間

　エコクラフトは、牛乳パックや古紙から再生され　　募集人員

だ、紙バンドです。そのエコクラフトを使って、バッ　　会　　場

グやかごを作って見ませんか　　　　　　　　　　　　　持参品

① 5 /12 木 が一デンバスケット

② 5/26 木 大きい手さげかご

③ ６／９ 木 ﾀﾌ

④ 6 /23 木 ﾀﾌ

⑤ ７／７ 木 小さい手さげ

⑥ 7/28 木 ﾀﾀ

⑦ ８／Ｈ 木 ﾀﾀ

⑧ 8/25 木 オリジナル小物入れ

⑨ ９／８ 木 ﾀﾀ

⑩ 9/29 木 ﾀﾌ

ｓ………時　　間

IJI:募集人員

9jﾃﾞ･会　　場

-･=j･:'･こ･教材費

=J=万……持参品

9:30～11:30

15名

稲葉地区公民館

2､000円

はさみ、洗濯ﾊﾞｻﾐ20ケ位、鉛筆

13:30～15:30

30名

稲場地区公民館

筆記用具

さくら学級(稲乗tH寿会賤)

① 5 /19 木 開講式づ大河ドラマ　義経）

② 6 /16 木 落語を楽しむ

③ 7 /21 木 キレイに年を重ねるために

④ 8/18 木 稲葉のお天気　雷の話

⑤ 9/22 木 館外研修

⑥ 10/13 木 演芸大会

⑦ 11/17 木 閉講式・演芸大会

j1=一時　　間　9:30～11:30

＝募集人員　100名

会　　場　稲葉地区公民館

26



尚尚育j)年ホーム

　徊Ａ@廠場議幽儲議腹騒嘸

替暦ﾌﾞ≪邨叱ｌストレス醒哨鍵11

　　　　　　　　♪ただ今受付中！多数のご参加お待ちしています♪

【第１期講座案内】４月～７月

講　　座　　名 曜日 期　　間 回数 定員 内　　　　　　容 教材費

華　　　　道 月 ５／９～７／１１ ８ 20 初心者でも安心、基本花型から学べます 8,000円

ゴ　　ル　　フ 月 4 /25～6 /27 10 20 ゴルフの基礎を中心に指導します 2,000円

着付けとマナー 火 5/10～7/12 ８ 10 マナーから、１人で着物が着られるまで 実　費

合　　気　　道 水 4/27～7 /20 10 　20

－

　15

簡単な護身術を身に付けたい方は是非 2,000円

料　　　　　理 水 5/11～7 /13 ８ 手軽にできる家庭料理やデザートを作ります 6,000円

フラワーデザイン 水 ５／２５～７／６ ４ 15 色とりどりの花やドライフラワーをアレンジ 8,000円

テ　　ニ　　ス 木 4/21～6 /30 10 40 ラケットを持ったことのない人から上級まで 2,000円

英　　会　　話 木 4/H～6 /23 10 20 簡単な日常会話から指導します 1,000円

茶　　　　　道 木 5 /12～7/21 ８ ６ 割り稽古、運び手前など基本から学びます 1,600円

エアロビクス 金 4/22～7 /15 10 30 健康維持とシェイプアップにぜひ挑戦を 1,000円

受講資格　町内居住者及び町内の企業・事務所等で働く30歳までの方

申込方法　勤労青少年ホーム備え付けの用紙で直接申し込みください。

　　　　　教材費は申し込み時にご持参ください。

開講時間　華道・料理・茶道…午後６時30分～　その他の講座…午後７時～

問合せ先　壬生町勤労青少年ホーム　昔86-3044（FAX兼）開館時間　13 : 00～21 : 00（土・日・祝祭日　休館）

※軽運動室、音楽室、会議室等の個人、団体利用者も受け付けています。お気軽にお問合せください。

児　童

小学生プチエ作教室
① 4/21～23 木～土 万華鏡

② 5 /19～21 木～土 押し花のクリアファイル

③ 6 /16～18 木～土 ビーズコースター

④ ７／７～９ 木～土 マイキーホルダー(プラバン)

⑤ ９／８～１０ 木～土 ミサンガ

27

時　　間

募集人員

会　　場

教材費

14:00～17:00

各日５名程度

壬生町児童館

実費が必要なものもあります。

開館・閉館時間

　４月～９月　9

　10月～３月　８

0 0

0 0

●
・
　
馨
馨

1 8

1 7

ゝ
　
〃

3 0

3 0

小学生対象教室
受付は、各教室の一ケ月前からです。

① 4/30 土 母の日アレンジメント

② 7/26 火 トールペイント

③ 7 /28 木 陶芸教室

④ 7/30 土 親子木工教室

時　　間　10:00～12:00

募集人員　10～20名

会　　場　壬生町児童館

教材費500円



10:30～11:30

30組（申し込み多数の時は抽選）

壬生町児童館

上履き（親子とも）

10:00～12:00

60～120名

壬生町児童館

28

-

開館・閉館時間

　４月～９月　9

　10月～３月　８

0 0

0 0

■
Ｉ
　
●
■

1 8

１ ７

ゝ
　
〃

3 0

3 0

ほっと.ぶれいくサロン

こ=ﾚ一時　間

づ'･j募集人員

y=,=,=･j;･,･!会　　場

-==.こF=j･･ 教材費

･･=Jj=･:･持参品

① 5/20 金 押し花のクリアファイル

② 6/17 金 ビーズコースター

③ ７／８ 金 プラバンキーホルダー

④ ９／９ 金 万華鏡

☆新米ママ、ほっと一息、おしゃべりをしたり、簡　｜

単なものを作ったり……ひとときのゆとりをどう　堡

ぞ　何回でも参加できるよ　　　　　　　　　　　　　こ、

10:30～11:30

各10人（申し込み多数の時は抽選）

壬生町児童館

実費が必要です

上履き

５月 12・19・26 木
６月 9・16・23・30 木
７月 7・12 木 12日次)は合同

９月 8 ・15・22・29 木 22日は合同

10月 6 ・13・20・27 木 20目は合同

11月 10・17・24 木
12月 1・8・13 木 1川㈹は合同

１月 12・19・26 木
２月 2・9・16・23 木
３月 ２・９ 木 ９日は合同

児　童

児童館の祭り

言

なかよしルーム

ハムちゃんズ（２・３歳児）

① 7 /23 土
夏祭り　　　幼児と小学生

受付　　　　６月24日(金)

② 9/17 土
お月見会　　幼児と小学生

受付　　　　８月18日困

③ 11/ 6 日
児童館まつり小学生のみ

受付　　　　10月７口吻

④ 12/17 土
餅つき会　　幼児と小学生

受付　　　　11月18日(金)

⑤ 1 /28 土
節分会　　　幼児と小学生

受付　　　　１月５目困

10:30～11:30

30組（申し込み多数の時は抽選）

壬生町児童館

上履き（親子とも）

ｿﾞIE.1
時　　間

……,==.'===･,..･募集人員

ゞj,･=･=………会　　場

………;･.-1寺参品

５月 10・17・24 火
６月 7 ・14・21・28 火
７月 5・12 火 12日は合同

９月 6 ・13・22・27 火 22目困は合同

10月 4・11・20・25 火 20出刃は合同

11月 8 ・15・22・29 火
12月 6・13 火 13日は合同

１月 17・24・31 火
２月 7 ・14・21・28 火
３月 ７・９ 火 ９日は合同

申込受付

４月４日㈲～８日�

(児童館に直接おこしください)

申込受付

４月４出月)～８口吻

(児童館に、直接おこしください)

なかよしルーム

たんぽぽキッズ（1歳児）

時　　間

募集人員

会　　場

時　　間

=･=‘=募集人員

会　　場

持参品



　おもちや博物館

おはなしおもちや箱
　　　　　　　　　　　　協力　みぶ民話の会の皆様

…エプロンの人形を使ったエプロンシアターや昔懐

かしい紙芝居、絵本の読み聞かせなど、子供たちに

たくさんの「おはなし」の世界を提供します。

一日　　付　毎月第２日曜日

。内　　容　未定（毎回内容が変わります）

時　　間　13:10～

人　　員　約20名

　会　　場　壬生町おもちや博物館

　　　　　　１Ｆわくわく夢広場

おもちや病院
　協力　おもちゃ病院ボランティアスタッフの皆様

…壊れたおもちゃの治癒を目的に開設しています。

おもちゃを修理することにより、物を大切にする心、

いたわりの心を学び、感じていただきたいと思いま

す。

ｻﾞ･日　　時　毎月第３日曜日

回jヽ､ヽ時　　間　13:00～16:00

洽会　　場　壬生町おもちゃ博物館

　　　　　　１Ｆわくわく夢広場

　持参品　壊れたおもちゃ

　　　　　　(お１人様につき１点)

手作りおもちや教室
　　　　　　　　　　　　　講師　小林昭彦先生

…比較的身近な材料を使い、簡単に作れる手作りお

もちゃを作ることにより、来館者に昨今失われつつ

ある創作する楽しさ、喜びを体験していただきます。

j;=｡=日　　時　毎月第４日曜日

!･1jl･･､=内　　容　未定（毎回内容は変わります）

……･･｡･=一一=時　　間　①11:00～　②13:30～

ご=会　　場　壬生町おもちゃ博物館
　　　　　　１Ｆわくわく夢広場

･･｡==i;;･･･‥定　　員　各回約30名

秀教材費　無料

29

※博物館入館者対象の催し物となります。

マジックショー
　　　　　　　協力　壬生町マジッククラブの皆様

…おじいちゃんやおばあちゃんが、マジックでみん

なを急かせます。

日
内
時
会

付
容
開
場

毎月第１日曜日

マジックショー

13:10～

壬生町おもちや博物館

３Ｆ展望室

……=･絵手紙教室

　　　　　　　　　　　　　講師　谷田部民治先生

…絵手紙には決まった描き方はありません。自分が

感じたことを感じたまま自由に描けばいいのです。

心をこめて相手のことを思いながら、温もりのある

絵手紙を描きましょう。

時
会
　
定
教

付
容
開
場

員
費

　
材

毎月第１土曜口

絵手紙

13:00～

壬生町おもちや博物館

１Ｆわくわく夢広場

各回　約30名

無料

おりがみ教室
　　　　　　　　　　　　　　講師　中川和江先生

…季節に合わせた折り紙を紹介し、その折り紙を先

生と一緒に作ります。

内
時
定
会

回教材

付
容
閣
員
場

費

毎月第２日曜日

未定（毎回内容が変わります）

H:00～

約30名

壬生町おもちや博物館

１Ｆわくわく夢広場

無料



む卵舗一路か均
３月２６日(土)～４月……10日(日)於東雲公園

※詳細は、広報みぶおしらせ版３月８日号をご覧ください。
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役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

７
３
。
４
９
６
円
を
昨
年
に
引
き
続
き

町
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心･゛

わ
粟
小
玉
工
若
手
荒
や
丁

５年

　ひろむ
太夢

稲葉小

　黒子

　　　●
　　　固
　　　定
　　　貢
納　　産
期一税限ゐ

都
５竺市
月江計

２壬両日節税

４

月
の
納
税
等

R100古紙配合率loo%再生紙を使用しています　30
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